コジュリンについて

　　　　　　　　　　　　　　　　コジュリン　小寿林　スズメ目ホオジロ科　

　　　　　　　　　　　　　　　　環境省　レッドデータブックス　絶滅危惧種

　コジュリンという野鳥の名前を初めて聞いたのは、１９６６年の秋に日本野鳥の会茨城支部探鳥会で池谷奉文氏からだった。その探鳥会で葦の穂先で囀るコジュリンの写真を数枚見せられ、日本では繁殖が詳しく判っていない鳥で、今までは高原や北海道でしか繁殖が確認されていなかったとの事だった。池谷氏はその年の９月にシギチの調査中に浮島に立ち寄った時、葦の穂先で囀るホオジロに似た小鳥が囀っている所を発見し、写真も撮影した。コジュリンであることが判ってびっくりしたそうだ。そのコジュリンの写真を見せられて、県南の会員は私しかいないので、繁殖を確認するのは自分だと思った。

「残念賞がコジュリン」というタイトルで「野鳥」誌に昭和４１年１２月号通巻第２４３号掲載された。低地での夏羽観察は初めてであった。

　私は、翌年１９６７年の６月になり、浮島草原に行ってみた。

あの広い草原のいたるところにコジュリンの囀りが聞こえるではないか。驚いた。草原の少し高い所（草や木）に頭の黒いスズメ位の小鳥が空を向いて囀っている。６月２日に初めてコジュリンを観察し、翌３日に１巣４卵を発見し、繁殖の確認が出来た。草原に入ってみると湿った草原の草の株の中心に巣があり、卵も入っていた。卵はホオジロと同じような細かい線の模様があった。囀るもの、虫を口一杯くわえて湿原と土手を隔てた水田とを行ったり来たりしているかなりの数のコジュリンがいた。

　コジュリン（Emberiza　Yessoeneis）はユーラシア大陸の極東部に限定された分布域を持つ鳥で、我国の本州、北海道に夏期見られ、南千島、ユーラシア北部、マンチュリア北東部及びウスリーランドにいる。日本列島のものはＥ・ｙ・ｙessoensisであるが、大陸のものはE.y.con-tinetalisとして亜種を異にする。我国内の分布はほとんど不明であって繁殖の確認されている場所は山梨県下の富士山麓（渡辺、１９５９）、宮城県栗原郡（熊谷、１９５１）、長野県霧ケ峰（中村、１９６２）の３ヶ所であった。夏期成鳥を見たという口伝は箱根、美ヶ原、軽井沢、大菩薩峠などの高原があげられているが確実ではない。その生活しについては更に不明であったと言ってよく、巣と卵はIngramにより１９０７年に山中湖付近で発見されて以来観察例がなかったが、１９５１年熊谷氏により宮城県で巣と卵が見つけられた。この場所は開拓されて現在はないという。１９５９年に渡辺氏により富士山麓の海抜１１００ｍの採草地で巣と雛がクサボケの地上３０ｃｍ位に発見した。中村登流氏の霧ケ峰で発見した巣は第４番目ということになり、海老原龍夫が浮島での繁殖確認は第５番目である。第４番目の中村氏が発見した霧ケ峰高原は１９６４年に８巣と１家族が発見され、卵から巣立ちまでの親や幼鳥の行動、食物の概略がわかって来た時点で、高速道路が出来て、その繁殖地が消滅してしまった。１９６８年　日本生態学界　第１５回大会で「繁殖期のコジュリンＥｍberiza yessoensisの行動圏の分布と構造」と題して中村登流氏が霧ケ峰高原におけるコジュリンについて講演された。

　１９６８年日本野鳥の会会報「野鳥」２月号第３２巻第７号に浮島草原での「コジュリンの繁殖について」と題して海老原が発表した。その報告を見た、信州大学の中村登流氏は海老原龍夫と連絡を取り、１９６９年５月２８日から６月２日までの６日間、中村登流氏と３名の先生と生徒達で調査が行われた。山階鳥類研究所研究報告第６巻　第１、２号（Nos,33,34）に詳細が報告された。

浮島草原（桜川村）

新利根川が霞ヶ浦に流れ込む河口に広がる約６０ﾍｸﾀｰﾙの低湿草原が、地元で「妙岐の鼻」と言っている草原です。霞ヶ浦南東端に位置し堤防を堺にして田んぼが広がっています。植生はカモノハシ、ヨシ、アゲスゲ、を主にテンツキ、チゴササなどもあり、全域に均一的に混生しています。中には幾筋かの水路に生えるヨシは良く伸びています。ここは昔から村民の採草地で屋根茅材料に利用されていました。

コジュリンが初めて学会に報告されたのは１８６３年（文久３年）でブラキストン氏によって函館で採集されたものによる。このため学名がＥｍｂｅｒｉｚａ（ホオジロの仲間）Ｙｅｓｓｏｅｎｓｉｓ（エゾ＝北海道）と名付けられたことは有名である。その後、昭和３６年７月に霧ｹ峰高原で信州大の中村登流氏により繁殖が確認され、その生態が調査された。しかし昭和４５年後以降全く観察されなくなった。

浮島草原においては、昭和４０年９月に池谷奉文氏により発見され、翌年の昭和４１年５月に海老原龍夫により繁殖が確認された。

春の草原では早くもコジュリンは夏羽になり、枯草や竹などにとまって鈴を鳴らすような爽やかな囀り声を聞かせる。初夏ともなるとセッカ、オオセッカ、コヨシキリ、オオヨシキリやカッコウも鳴き出す。ヨシゴイは葦中から飛び出す。以前はオオヨシゴイが良く観られたが最近では非常に少なくなった。

コジュリンは葦の葉の先のソングポストで盛んに囀り、野鳥の大合唱は見事な物です。バン、オオバンやカルガモも繁殖します。

付近の休耕田や干拓地ではチドリやコアジサシが繁殖し渡りの季節には、沢山のシギチドリが観察できます。　秋になると葦原はツバメの塒になり、ショウドウツバメも飛び交い、寒くなるとチュウヒ、ノスリ、トビ、ハヤブサ等ワシタカ類も良く見られます。

交通

常磐線土浦駅から国鉄バス江戸崎行きに乗り（約５０分）江戸崎で佐原行きにのりかえ（４０分）押堀下車。「オッポリ」で下車すると前の流れが新利根川で、橋のたもとを川に沿って河口へ下ると左側に食堂（水神屋）がある。それに続く家並みが押堀集落で、終わるところが急カーブして土堤の道になり、一直線に１，５㎞ほど歩いたところに野鳥観察舎がある。

車では潮来街道を鹿島に向かい、押堀で左折する。
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